
　菊池女子高校の生徒が菊のフラワーアレンジメントを制
作しました。同校は今年度初めて菊の栽培に取り組み、昨
年 11 月に開催された菊人形・菊まつりに約 90 鉢を出品。
展示終了後の菊を利用して作品を仕上げました。

市花の菊でフラワーアレンジメント
12 月 15 日　菊池女子高校

色とりどりの菊を生け、個性溢れる作品を仕上げました

　菊池ライオンズクラブの皆さんが厚生労働大臣感謝状を
受賞。会員が報告のため市役所を訪れました。同クラブは
昭和 36 年に創立。以降、薬物乱用防止のための運動に積
極的に参加。その功績が認められ感謝状が贈られました。

菊池ライオンズクラブに感謝状
12 月 19 日　厚生労働大臣感謝状

江頭市長と会員の皆さん

　旭志中の生徒が、自治公民館活動推進員旭志支部会員の
案内で地域の 70 歳以上の一人暮らしの人（90 人）を訪ね、
花を手渡しました。生徒たちは「喜んでもらえてよかった。
これからも地域に気を配りたい」と笑顔を見せました。

心を込めた花で地域を元気に
12 月 20 日　一人暮らしの人へ花を配布

一軒ずつ花とメッセージカードを手渡し、地域のつながりを深め
ました

　勤労感謝の日を前に菊池幼稚園の年長組園児 23 人が菊
池警察署を訪問。感謝の気持ちを寄せ書きにして贈りまし
た。園児たちは「いつもお仕事頑張ってくれてありがとう
ございます」と笑顔で話しました。

毎日のお仕事にありがとう
11 月 22　勤労感謝の日

寄せ書きを手渡し、感謝の言葉を伝える園児たち

　第 67 回社会を明るくする運動作文コンテストで、福島
陽斗さん（花房小 5 年）が熊本県推進委員会委員長賞（熊
本県知事賞）を受賞しました。福島さんの作文は、熊本県
代表として中央推進委員会に推薦されます。
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11月22日　社会を明るくする運動作文コンテスト
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教育長㊧に受賞の報告する福島さん㊥と担任の江
え

口
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先生㊨

　地域特産品への理解を深めてもらおうと菊池市菊芋ヤー
コン振興協議会が主催し、28 人が参加しました。参加者
は「体験や講演会の話から、ヤーコンや菊芋を取り入れて
みたくなった」と興味を深めていました。

菊芋・ヤーコンの魅力を再発見
11 月 11・26 日　菊芋・ヤーコン収穫体験ツアー

参加者の皆さんと講師を務めた生産者の皆さん

　青木満さん（北住吉）が平成 29 年秋の緑綬褒章を受章
しました。青木さんは食生活改善推進員協議会（ヘルスメ
イト）でのボランティア活動を 31 年間継続。平成 24 年度
から 28 年度までは県食生活連絡協議会会長を務めました。

青
あお
木
き
満
みつる
さんが秋の緑綬褒章受章

11 月 27 日　平成 29 年秋の緑綬褒章　

青木さんは「ヘルスメイトの皆さんの支えがあってこその受賞。
本当に感謝したい」と喜びを語りました

　菊池公園の一角に隈府の町並みを一望できる展望所が新
しく完成しました。遠くは金峰山や雲仙などの山並みを見
渡せ、夕陽や夜景を見るのにもぴったりのスポットです。
ぜひお立ち寄りください。

城山展望所オープン
12 月 17 日　菊池公園

展望所からの眺め

ました。当日は竜門ダムウオーキング 2017 も開催され、
家族連れなど市内外から約 275 人が参加。12 キロと 6 キ
ロコースに分かれて歩き、寒空の下で菊池の大自然を満喫
していました。

ウオーキングをスタートした参加者の皆さん。ゴール後は地元グ
ルメで舌鼓を打ちました

　龍門ふるさとまつりが竜門ダムエントランス広場で開催
されました。ステージイベントでは住民や子どもたちがダ
ンスや歌などを披露。ダイコンや米など地元の農産物の競
り市や、旬を迎えたシイタケの無料試食会などでにぎわい

食べて歩いて大自然を満喫
11 月 19 日　龍門ふるさとまつり・竜門ダムウオーキング

取れたて農産物の競り市。中には大量に買う人の姿もありました

　（一財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業
として、宝くじの受託事業収入を財源に行うコミュニティ
助成事業により玉祥寺区に公民館が建設されました。公民
館の活用による玉祥寺区の活性化が期待されます。

宝くじの助成金で玉祥寺公民館を建設
12 月 3 日　宝くじ社会貢献広報事業

㊧新たに建設された玉祥寺公民館　㊨玉祥寺公民館新築落成祝賀
会

　市内の３高校（菊池高・菊池農業高・菊池女子高）の魅
力を伝える取り組みとして、合同発表会を開催しました。
地元の高校来てもらおうとと、今回は市内５つの中学校の
２年生を招待。演奏や踊りなどを披露し魅力を伝えました。

市内３高校が魅力を発信
12 月 18 日　ハイスクールフェスティバル

３高校の魅力を PR し、頑張る高校生の姿を市民に伝えることで地
域の活性化につなげようとの思いもあります
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限りある紙面、でも掲載できないのはもったいない！
トピックス＋プラスでは、まちの出来事などをダイジェストでお知らせします。＋プラス ※ホームページにもまちの話題を掲載しています。ぜひご覧ください。

　菊池市ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/

■ 12 月３日　雪野収穫祭

■ 12 月 19 日　熊本県知事感謝状

■ 12 月５日　わいふ一番館企画展

■ 12 月 15 日　料理教室　

見事な包丁さばきを見せる人も普段料理を
しない人も一緒に楽しみました

江頭市長と岡本さん

菊池川流域の米作り文化を紹介する展示に
見入る来場者

地域で採れた新鮮な野菜や特産物がずらり
と並びます

地域で採れた特産品が勢ぞろい

岡
おか
本
もと
孝
たかし
さんに県知事から感謝状

日本遺産菊池川展開会式

料理で楽しくコミュニケーション

　雪野ふるさと広場で雪野収穫まつり
が開催され、区民や近隣住民など大勢
の来場者でにぎわいました。会場には
フリーマーケットや飲食店が軒を連
ね、野菜のせり市や大道芸ショーなど
で盛り上がりました。

　岡本孝さん（中原）が熊本県知事感
謝状を受賞しました。岡本さんは 13
年の長きにわたり薬物乱用防止運動指
導員として活動。麻薬や覚醒剤などの
薬物乱用防止運動に大きく貢献しまし
た。

　菊池川流域の米作り文化が日本遺産
に認定されたことを記念した企画展の
開会しました。米作り文化とその文化
的景観の豊かさを分かりやすく紹介す
る内容で、３月 31 日㈯まで開催して
います。

　菊池市身体障がい者福祉協議会（黒
く ろ

田
だ

章
あきら

会長）が会員を対象に料理教室を
開催し、８人が参加しました。黒田会
長は「今後も笑顔でコミュニケーショ
ンができる料理教室を続けていきた
い」と話しました。

■ 12 月28 日　倉敷紡績㈱
自社製タオルハンカチを寄贈

　森北工業団地内に立地する倉敷紡績
株式会社が、地域貢献と地域活性化を
目的に市内保育所に自社製品を寄贈し
ました。寄贈は昨年に続き２回目。抗
菌・抗ウイルスハンカチは市内の各保
育所で活用されます。

 

㊧中村健康福祉部長、㊨倉敷紡績㈱化成品
事業部熊本開発センター森

も り

永
な が

泰
や す

史
し

主任部員

■ 11月19 日　第63回西日本弓道大会

■12月２日　菊池ふるさとかるた大会

■ 11 月 23 日　菊池白龍館　

■ 11 月 22 日　さくらんぼ HOUSE■ 11 月 22 日　ミライアル復興式

■ 11 月 27 日　南・賀屋賞

■ 11 月 29 日　プラチナ人財育成塾

地域の健康づくり推進への貢献が認められ
ました

それぞれの学びを発表する参加生徒たち

賞状を手にする選手たち

「これから地域の子育てのお手伝いをした
い」と今後の抱負を語りました

事業所の復興と益々の発展を祈念し、テー
プカットを行いました

※２月号の掲載内容に誤りがありました。
お詫びして再度掲載します

各校での練習の成果を発揮し、熱戦が繰り
広げられました

アルバムやエコーの写真を見たりして、子
育ての楽しさや難しさ実感しました

川口すみ子さんが個人優勝

ふるさとかるたで真剣勝負

剣道で姉妹都市西米良村と交流

菊池高生が子育てママと交流

坂本民子さんが表彰

熊本地震を乗り越え復旧

菊池市食生活改善推進協議会が受賞

参加者市長報告会

　宮崎県都城市で開催された第 63 回
西日本弓道大会で、川

か わ

口
ぐ ち

すみ子
こ

さん
（亘）が女子個人優勝に輝きました。
川口さんは「菊池の弓道場は素晴らし
い。よい環境も結果を残せた要因の一
つ」と喜びを語りました。

　市青少年育成市民会議と市教育委員
会が開催し、市内各小学校から 40 チー
ム、149 人が参加しました。市内の名
所旧跡を題材としたかるたの真剣勝負
をとおし、ふるさとにについての学び
を深めました。

　菊池白龍館が宮崎県西米良村トレー
ニングセンターで開催された第 62 回
菊池公追悼剣道大会に出場しました。
結果は西米良村の村所小学校に敗れ準
優勝でしたが、剣道をとおして交流を
深めることができました。

　菊池さくら保育園、子育て支援セン
ターさくらんぼ HOUSE で交流会を開
催し、菊池高校の生徒約 190 人と親
子 18 組が交流しました。生徒たちは
赤ちゃんを抱っこしたり話を聞いたり
して子育てについて学びました。

　母子保健推進員の坂
さ か

本
も と

民
た み

子
こ

さん（妻
越）が全国母子保健推進会議会長賞を
受賞しました。坂本さんは平成 4 年か
ら委員としての活動をはじめ、地域で
安心して子育てができるよう取り組み
を継続しています。

　住吉工業団地内に立地している合成
樹脂製品会社ミライアルの熊本事業所
が、復興式を行いました。江頭市長は

「甚大な被害をはねのけ懸命に復旧を
果たした。これからも地域とともに発
展してほしい」と話しました。

　菊池市食生活改善推進員協議会 ( 松
ま つ

永
な が

利
と し

子
こ

会長 ) が南・賀屋賞を受賞しま
した。松永会長は「賞を誇りに、さら
にヘルスメイトが一丸となって菊池市
民の健康づくり活動を行いたい」と今
後の抱負を述べました。

　昨年８月３日～７日に千葉県柏市で
開催されたプラチナ未来人財育成塾の
参加者７人が、研修で得た学びを報告
しました。落ち着いて発表する生徒の
姿に、江頭市長や社会教育委員、保護
者らから大きな拍手が送られました。

■ 11 月 24 日　商工会青年部　

気温約 10℃の寒空の下励まし合いながら
川の中を進む部員たち

厄年の無事を願って

　北宮阿蘇神社で菊池市商工会青年部
の厄入り祈願祭がありました。神事終
了後には、今年厄入りを迎えた部員と
関係者が赤ふんどし姿で６年ぶりに神
社前の菊池川に入り、対岸に立てられ
た御幣を神社まで持ち帰りました。

■11月27日　健やか親子21全国大会

■ 12 月 18 日　熊本地震復興支援

左から会員の福
ふく

村
むら

三
みつ

男
お

さん、杉田会長、江
頭市長

福樹会が復興寄付

　熊本地震被害からの復興に役立てて
ほしいと、福樹会（杉

す ぎ

田
た

貞
て い

治
じ

会長）が
市に寄付金を贈りました。同会が主催
するチャリティーゴルフで募金活動を
行い寄贈。杉田会長は「まちづくりに
役立ててほしい」と話しました。

■ 12 月28 日　熊本農人プロジェクト

側溝に詰まった土砂をスコップで掘り出し
水が流れるようにしました

熊本農人プロジェクトin 重味

　県が進める「くまもと農
の う

人
と

プロジェ
クト」が重味地区であり、親子や学生
ら 24 人が参加しました。重味青空市
場で餅つきを体験後、フットパスコー
スを徒歩で移動。農道の側溝に詰まっ
た土砂を取り除いて汗を流しました。

■ 12 月 14 日　サプライズ訪問

一人一人に「メリークリスマス」と声をか
ける堤さん

笑顔を届けにメリークリスマス！

　サンタクロースに扮した堤
つつみ

照
てらす

さん
（栄町・85 歳）が市内のイベント会場
をサプライズ訪問。紅白まんじゅうを
贈りました。堤さんは「みんなの喜ぶ
顔が見たくて続けてきた。これからも
続けていきたい」と笑顔を見せました。

■１月５日　穴川夜神楽
鬼神の御幣を奪う「穴川夜神楽」奉納

班蛇口の穴川菅原神社で穴川夜神楽が
奉納されました。神楽は 10 座で構成。
最後の「鬼神の舞」に登場する鬼神が
持つ御幣は、1 年間の無病息災のお守
りになるといわれ、この日も多くの人
がご利益を求めて訪れまました。

鬼神の舞。300 年以上伝わる神楽で、市の
無形民俗文化財に指定されています
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